
次期施設整備計画の方向性
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手段
・国立大学等は、イノベーション・コモンズを形成するため、戦略的リノベーションにより
キャンパス環境整備を推進する

・国は、国立大学等の取組が推進するような支援策を構築する

○ 2040年に向けた高等教育のグランドデザイン

○ 「共創」の拠点としての役割

○ 持続可能な開発目標（SDGｓ）

 国土強靱化
 エネルギー

国立大学法人等に必要となる「活動」の方向性

資料１

国立大学法人等が教育と研究の機能の発揮を通じて社会の将来的な発展を支え、推進する基盤となる目標

・省・再生エネルギー等の循環型社会への貢献

「活動」の基盤となる施設整備
・安全で質の高い教育研究施設を確保するため、老朽化した施設を戦略的リノベーションによりイノベーション
コモンズを形成できるキャンパス環境を整備

・誰もが活躍できるような環境整備やICTなどの情報通信環境の整備・拡充

・学修者中心に捉えた人材育成

・交流を通じた研究の活性化
産業界への貢献 自治体や地域

への貢献

・地方創生や地域の
防災や医療に貢献

・産業界との産学連携
により社会に貢献

・国際的に世界に伍する最先端 研究の推進

・教育研究診療を支える大学附属病院機能充実

「共創」するための

イノベーション・コモンズを形成

「知」や「人材」の

提供・協力

フィードバック フィードバック

教育研究の多様化・
高度化・国際化

「知」や「人材」の

提供・協力

・社会の実験場として大学を
活用し、新たな事業創出に
貢献

・地域の人材育成に
貢献


